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である。スンクスは，亜熱帯気候の地域において生息しており，その湿度の高い気候は彼らには
渇水動因などに基づいた行動選択の適応的意義を小さくしていると考えられる。また，スンクス
は食虫目であり，ラットのような雑食性の動物とは異なって食物選択に関して異なる戦略をとっ
ていることが考えられる。条件性風味選好という食物選択上重要な学習機構は，スンクスという
種にとっては決して有意義なものではなく，雑食性生物において確認されるような大きな効果を
持つものではないのかもしれない。その一方で，時間的に接近して提示された刺激間に連合形成
するという学習機構そのものは，スンクスとラット，あるいはヒトとの間で共有されたメカニズム
なのであろう。本プロジェクトにおける「ヒトと動物の連続性」を考えるうえで，こうした適応環
境の相違に基づく行動学上の相違，あるいは学習機構の連続性を明らかにすることは大きな意味
を持つと考えられる。
